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デジタル出力モジュール 
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1 はじめに 

1.1 マニュアルの目的 

このマニュアルは、デジタル出力モジュール DO276/A DO276/B について

説明します。 

1.2 モジュールの使用範囲 

DO276/A DO276/B は、産業マシン（射出成型マシン，ロボット，プレス，

ツールマシン等）などの外部機器の信号を SANMOTION C コントローラ

で制御する目的で使用します。 
DO276/A DO276/B は、適切な安全基準に従って開発、製造、テストされ

ました。使用にあたっては、このマニュアルに従って適切な安全対策を実

施してください。人の健康を害したり、他の機器に損害を与えることがな

いように十分注意して使用してください。 
 

1.2.1 マニュアルの構成 

z DO276/A DO276/B の説明 

z 配線（EMC ガイドラインを含む）の説明 

z コンフィグレーションの説明 

z テクニカル データ 
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2 安全上のご注意 

2.1 表示 

本マニュアルでは、危険性に関する警告表示に以下の記号を使用していま

す。各記号の意味は下記の通りです。 
 

DANGER! ! • 取扱いを誤った場合に、極度に危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を

受ける可能性が想定される場合。 
 

 

WARNING! ! • 取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける

可能性が想定される場合。 
 

 

CAUTION! ! • 取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受

ける可能性が想定される場合。 
 

 

NOTICE  

• 取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、物的損傷のみの発生が想

定される場合。 

 
• この記号は、静電気注意マークです。静電気の影響を受けやすい部品に、人

体が接触する場合の注意を喚起します。 
 

 
 
注記 
機器の使用や役に立つヒントは、“注記”で示されています。 
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2.2 安全に使用いただくための一般的注意事項 

WARNING! ! • “SANMOTION C オートメーションシステム”プロジェクトエンジニアリン

グマニュアルの「安全に使用いただくための一般的注意事項」も参照してく

ださい。 

 

 

NOTICE  

• モジュールを着脱する前には、必ずシステムの電源を切ってください。通電

したまま着脱すると、モジュールが破損したり、予期しない信号状態により

システムが損傷する場合があります。 

 

2.3 UL 認証について 

• この機器は、"開放型機器"として分類されており、盤内に設置して使

用する必要があります。 
 
• UL 認定が必要な場合の I/O 電源は、24VDC, Class2 電源をご使用くだ

さい。 
 

• 電気定格: 
 
型番 入力電源 I/O 電源／デジタル出力／タイプ 

DO276/A 5V DC, 0.07A 24V DC, Class2 
DO276/B 5V DC, 0.07A 0.5A ／ 1 点 

16 点／1 コモン 
FET 
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3 モジュールの説明 

DO276/A DO276/B は、SANMOTION C コントローラで使用するデジタル

出力モジュールです 

3.1 正面図 
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DO276/A DO276/B 正面図 

 

NOTICE  

K-Bus コネクタの扱いに注意してください。不要な力を加えると、接触不良の

原因となり、モジュールが正常に動作しなくなることがあります。 

コネクタの金属部分には、直接触れないで下さい。静電気により回路が破損す

ることがあります。 
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3.2 アクセサリ 

3.2.1 配線用コネクタ 
配線用コネクタには、下記コネクタが使用できます。 
配線用コネクタは製品に添付されていません。別途ご用意ください。 
 
■ DO276/A 
 
フェニックス・コンタクト社製 COMBICON プラグの場合 
MSTB 2,5/2-ST-5,08 （電源供給用 １ヶ） 
MSTB 2,5/8-ST-5,08 （デジタル入出力用 ２ヶ） 
 
上記のコネクタは、オプションとしてご用意しております。 
弊社へのご注文時には下記の型番をご指定ください。 
 

山 洋 型 番 メーカ 型 番 

MSTB 2,5/2-ST-5,08 x 1 AL-00591171-02 MSTB 2,5/8-ST-5,08 x 2 

 
 
ワイドミュラー社製オムニメイトの場合は、下記型番品をご用意ください。 
BLZ5.08/2 （電源供給用 １ヶ） 
BLZ5.08/8 （デジタル入出力用 ２ヶ） 
 
■ DO276/B 
 
富士通コンポーネント社製 FCN-360 角形コネクタ 
  ・ハンダ付けタイプ ソケット：FCN-361J024-AU 
            コネクタカバー：FCN-360C024-J2 
  ・圧着タイプ ソケット：FCN-363J024 
         コネクタカバー：FCN-360C024-J2 
         コンタクト：FCN-363J-AU 
  ・圧接タイプ コネクタ：FCN-367J024-AU/F 
 
＊コネクタカバーは、J2 タイプ以外に B タイプ、E タイプも使用できます。 
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4 接続と配線 

4.1 デジタル出力 

16 個のデジタル出力が用意されています。これらは、電流シンク出力タイ

プ（グランドコモン）でフォトカプラにより絶縁されています。 
 
DO276/A DO276/B: 定格出力電流 0.5A  
 
定格出力電圧は、24 V DC です。 
デジタル出力の状態は、コネクタの左側にある燈色のステータス LED で表

示されます。 
 

4.1.1 接続例 
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デジタル出力の接続例 
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デジタル出力の接続例 

NOTICE 
• コネクタの定格電流は 3A です。圧接タイプのコネクタでは 1A です。コモン電

流が許容範囲を超えないように、コモン配線の本数を考慮してください。 

 
 

4.1.2 ステータス表示 
出力信号の状態を表示するため、16 個の燈色の LED を備えています。 
z LED が点灯している場合: 出力は、ON です。 

z LED が消灯している場合: 出力は、OFF です。 
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4.1.3 接続図 
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デジタル出力の内部回路 

 

4.2 EMC と配線のガイドライン 

詳しくは、“SANMOTION C オートメーションシステム”プロジェクトエン

ジニアリングマニュアルを参照してください。 
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5 コンフィグレーション 

5.1 コンフィグレーションデータファイル 

本モジュールのコンフィグレーションは、システム起動時にコンパクトフ

ラッシュカードからコンフィグレーションデータファイルを読み出すこと

で行われます。そのため事前に、コンフィグレーションデータファイルを

作成し保存しておく必要があります。 

5.1.1 テキストエディタでの作成例 
cfgファイルは、一般的なテキストエディタを使って作成することができま

す。cfgファイルは、起動時に正しく読み出されるためにコンパクトフラッ

シュカード内の\\application\control\config ディレクトリに保存しなければ

いけません。 

例: （DO276/A 関連部分のみ） 

K-Busのコンフィグレーションの例: 
[IO.ONBOARD.KBUS:0] 
name="KBUS" 
cycleTime=0.001 
 
DO276/Aのコンフィグレーションの例: 
[IO.ONBOARD.KBUS:0.DO276A:0] 
name="DO276A" 
cycleTime=0.001 
optional=0 // オプショナルコンフィグレーション: 
 // 0 ... システムがモジュールを認識できなかっ 
 //     た場合、エラーをログに出力します 
 // 1 ... システムがモジュールを認識できなかっ 
 //     た場合、ワーニングをログに出力します 
 
デジタル出力（DO0～DO15）のコンフィグレーションの例: 
[IO.ONBOARD.KBUS:0.DO276A:0.DO:0] 
name="system.DO0" 
... 
... 
... 
[IO.ONBOARD.KBUS:0.DO276A:0.DO:15] 
name="system.DO15" 

 
 

デジタル出力をコンフィグレーションすることにより、以下のハードウェ

アエンドポイントが使用できます。 
• system.DO0 [BOOL] // デジタル出力の値 
• system.DO0_stat [BOOL] // TRUE … エラー 

 
これらのハードウェアエンドポイントは、IEC と teachcontrol からアクセ

スすることができます。 
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5.2 アドレスの設定 

モジュールには、同じ型のモジュール同士を区別するためにアドレススイ

ッチが設けられています。このアドレススイッチにより、最大 12 個まで

のモジュールを 1 本の K-Bus 上で識別することができます。 
アドレススイッチは、モジュールの右側面にあるカバー（下図１）の下に

あります。スイッチの設定を変更する場合は、カバーを外し小さいマイナ

スドライバーで設定を変更後、カバーを元に戻してください。 
もう一つのカバーは、K-Bus プラグ用のカバーです。 
 

0
1

F
234567

8
9A

B CDE 1

 
 1 ....アドレススイッチ 

アドレススイッチの位置 

工場出荷時、アドレスは 0 に設定され、アドレススイッチと K-Bus プラグ

用のカバーは両方とも閉じられています。 
 
注記: 
同じK-Bus上にインストールされている同じ型のモジュールは、アドレス
スイッチの設定が異なっていなければなりません。型が異なるモジュール    
（例えばAM 299 とDM 260）は、アドレススイッチの設定が同じでも構い
ません。DO276/AとDO276/Bは同じ型としてシステムに認識されます。 
 
右端に位置するモジュールの K-Bus プラグ用カバーおよびアドレススイッ

チはカバーを閉めた状態で使用してください。（埃あるいは接触時の静電

気による損傷から保護するためです。） 
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6 運転時の動作 

6.1 短絡時の動作 

出力回路には、加熱および過電流を検出する回路が内蔵されています。回

路の短絡などにより過大電流が流れた場合、出力回路の電流制限機能が動

作します。この電流制限機能が動作している時は、定期的に電流値がチェ

ックされます。短絡原因が取り除かれて、過大電流が流れなくなると、出

力回路は自動的に復帰します。 

6.2 誘導性負荷のスイッチング 

モジュールには、誘導エネルギーを吸収するためのフリーホイールダイオ

ードを内蔵していません。 
誘導負荷をスイッチングする時は、外部にフリーホイールダイオードを付

けて下さい。 
ただしこの場合、スイッチオフ時間が長くなることがあります。 
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LED
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誘導負荷に外付けフリーホイールダイオードを使用した接続図 
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7 廃棄 

7.1 モジュールの廃棄 

• 廃棄する場合は、一般産業廃棄物として処理してください。一般の家庭ごみ

として廃棄しないでください。 
 

• 正しく廃棄することで材料をリサイクルすることができます。廃棄する場合

は、その地域の条例などに従って適切な廃棄処理をしてください。 
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8 テクニカルデータ 

一般事項 
供給電源: 24 V DC（正面コネクタから, 使用電源範囲: 19.2 V to 30 V, 

EN 61131-2 準拠） 
5 V DC（K-Bus から） 

アドレス設定（K-Bus）: 16 ポジションロータリースイッチによる（右側面カバー下）

5 V の消費電力: 0.34 W (0.07A)（K-Bus から） 

 

環境条件 
動作温度: 0 °C ～ +55 °C 
保存温度: -40 °C ～ +70 °C 
湿度: 10 % ～ 95 %（結露しないこと） 
振動: EN 61131-2 準拠 
衝撃: EN 61131-2 準拠 
汚染度: 2 以下 

 

デジタル出力 
出力点数: 16 

24 V DC 定格出力電圧: 
応答時間: 1 ms 

0.5A  定格出力電流: 
出力保護機能: 過電流保護 
ステータス表示: 燈色 LED（ON 表示） 
絶縁方式: フォトカプラ絶縁 
回路タイプ: 電流シンク出力タイプ 

 

インタフェース 
システムバスインタフェース:  K-Bus（パラレルインタフェース, モジュール横の K-Bus プ

ラグにて接続） 

 

ケース、寸法 
寸法:  

120 mm  高さ: 
 奥行: 100 mm 

22.5 mm  幅: 
 モジュールの幅 
 （K-Bus プラグを含む）: 

32.5 mm 

130 g 質量: 
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9 EC 指令と規格 

9.1 EC 指令 

指令 2004/108/EEC EMC 指令 
指令 2002/95/EC RoHS 指令 

9.2 規格 

以下に、SANMOTION C システムが準拠しているヨーロッパ規格を示しま

す。 
 
注記 
DO276 は、EN 61131 に準拠しています。 
ただし出力回路タイプは、電流シンク出力タイプです。 

9.2.1 一般情報 
EN 61131-1:2003 Stored Program Controls - Part 1 

9.2.2 EMC ガイドライン 
IEC 61131-2:2007 Programmable controllers – Part2: Equipment requirements and tests 

EMI Radiated disturbance 
EMS Electrostatic discharge: IEC61000-4-2:1995+A1:1998+A2:2001 

Radio-frequency electromagnetic field: IEC61000-4-3:2006 
Electrical fast transient/burst: IEC61000-4-4:2004 
Surge: IEC61000-4-5:1995+A1:2001 
Radio-frequency conducted disturbances: IEC61000-4-6:1996 
Power frequency magnetic field: IEC61000-4-8:1993+A1:2001 

 

9.2.3 電気的安全性と火災保護 
EN 61131-2:2003 Stored Program Controls - Part 2 

9.2.4 環境条件 
EN 61131-2:2003 Stored Program Controls - Part 2 
振動 周波数範囲 5≦f＜9Hz 片振幅 3.5mm 

周波数範囲 9≦f≦150Hz  定加速度 9.8m/s2  
2

衝撃 147m/s , 11ms XYZ方向 
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